
 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【３学年】進路決定に向けて 

三者面談へのご協力、誠にありがとうございました。第３学年は、進路決定

に向けて本格的に動き出しています。総合的な学習の時間では、１０月に面接

の基本所作の確認、生徒同士の模擬面接などを行いました。また、担任との面

接練習を経て、校長・副校長との面接練習も行っています。将来大学や就職活

動を行うときのことも考え、生徒全員を対象に練習を行っています。  
来週からは、都立推薦受験希望者を対象に、集団討論の練習を始める予定です。都立推薦入試は、調査書点と

面接と作文・小論文によって結果が決まります。ご家庭でも、礼儀や言葉遣い、服装のマナー等のご指導を頂け 

ると幸いです。                            ３学年担当 吉原 脩平 

汚い工場からいい製品は生まれない 

                                  校長  辻 康一   

 

ホンダという会社を知っていますか。テレビのコマーシャルでもよく目にする自動車の会社で、自動車

だけでなくバイクも作っている、世界有数のメーカーです。 

そんな、ホンダの工場では、社長から社員まで誰もが白い作業着を着ています。先日、ある本でホンダ

の創業者である本田宗一郎さんの話を読みました。そこには、あえて汚れがよく目立つ白い作業着を導入

した彼のこだわりが書かれてありました。本田宗一郎さんは「環境がよくなけりゃ働く意欲も落ちる。汚

い工場からいい製品は生まれない。だから作業着は白がいいんだ。白は汚れが目立つ。それができるだけ

汚れないように、きれいな工場にしなきゃいけないんだ」と言って、工場の内部も工作機械もグリーンの

ツートンに塗り替え、トイレも真っ白のタイル張りにしたそうです。そうすると、工場内の雰囲気が変わ

り、働く人の意識も変わって、機械の手入れを自分からするようになったり、油汚れを付けないようにな

ったりしたそうです。このように、ホンダの作業着は 70年前から、今でも真っ白です。 

 

この「汚い工場からいい製品は生まれない」の言葉は、工場だけでなく環境整備や美化が、いかに人の

心に影響するかをよく表しています。この田無一中では、生徒や先生たちだけでなく、主事さんをはじめ

としたスタッフさんたちが、教室や学校全体の整備を行ってくれています。そのため、決して新しい学校

ではありませんが、清潔に整った環境が出来上がっています。生徒たちが登校する前から、校舎の内外を

掃除し、窓を開けて空気を入れ替え、机を整えて、よい気持ちで一日をスタートできるよう力を尽くして

くれている人たちがたくさんいます。そのような中で生徒たちには、整った環境が「あたりまえ」ではな

いことに気づいてほしいのです。 

 

 汚い机では、いい仕事や勉強はできません。汚い教室では、豊かな学びは作れません。汚い学校では、

人を思いやる優しい心は育ちません。生徒たちには、まず身の回りの整理整頓を心がけ、さらに教室や部

活動で使う場所、そして家庭での環境整備を進めていってほしいと思います。 

 12月は年末にかけて学校や家庭でも大掃除をする機会があるでしょう。年の初めの１月を新たな気持ち

で迎えられるよう、そして自らの心を成長させられるよう意識をもって掃除や環境の整備に取り組んでほ

しいと願っています。 

西東京市立田無第一中学校 学校だより                 令和５年１２月８日（金）発行 

 むらさきそう  西東京市立田無第一中学校 

   校 長   辻  康一             

 （住所）西東京市南町６－９－３７   （電話）０４２－４６２－２８１１ 

カラー版はホームページで  

ＵＲＬ http://www.nishitokyo.ed.jp/j-tanashi1/ 

 



【IJ 学級】第２回にしとうきょう環境アワード 受賞 

 先日行われた西東京市民まつりにおいて、にしとうきょう環境アワードの

表彰式が行われ、ＩＪ学級の「タマネギの皮の草木染め」「学校の伐採木を

使ったキーホルダーと鉛筆立て作り」の活動に対して企画賞をいただくこと

ができました。どちらの活動でも、廃棄するような物であっても使い方次第

では資源になることを学び、資源の有効利用について考えるきっかけになっ

たと思います。作品は１月の市内作品展、３月の校内作品展に展示する予定

にしていますので、ぜひご覧ください。       担当 東上 渉 

【1 学年】校外学習 

 第 1 学年では、4 月から 9 月までにかけて「西東京市のお宝を探そう」

という活動に取り組み、市内にある数多くのお宝を見つけてきました。 

しかし、それらがあまり知られていないということに着目し、多くの人

が訪れる上野・浅草・押上には、どんなお宝が知られていて、誰にとって

どんな魅力があるのかを調査するために、校外学習へ行ってきました。 

お宝やその周りの様子を目で見て、観光客や従業員にインタビューし、

実際に体験することで、自分たちが魅力だと予想したこととの違いに気付

き、新たな魅力を発見することができました。 

インターネットを介して様々な情報を得られる時代ですが、実際に見て、聞いて、体験して得た情報はネット

で探しても見つからない大変貴重なものとなりました。生徒自ら予想を立て、現地で予想の検証をし、そこから

考察をする活動を通して、物事を「探究」する力を育てることができたと思います。 

また、班ごとに協力し、決められたルールやマナーを守って活動することも校外学習当日の目標の一つでした。

その中では残念ながら、達成することができなかったものもありました。学年目標に「信頼」とあるように、ル

ールやマナーを守れる、誰からも信頼される人間を目指して、自分を律し、気を引き締めて日々の生活を送れる

ように成長していきましょう。 

3 学期には、上野・浅草・押上で見つけたお宝やその魅力を踏まえて、西東京市のお宝を見つめ直す活動を進

めていく予定です。                            校外学習担当 下室寛昌 

【2 学年】校外学習 

第２学年では、１１月２４日（金）に鎌倉校外学習に行ってきました。今回の学習の

テーマは、「ツアープランナーになって、鎌倉を舞台にコースを提案しよう」です。 

１０月に取り組んだ事前学習では、鎌倉の名所やグルメ、特産物などを調べてリ

ーフレットを作成し、鎌倉の奥深い魅力に気付くことができました。１１月から始まっ

たコース作成では、鎌倉を PRするターゲットとテーマを決めてからコースを考えまし

た。「日本の伝統文化を知りたい外国人観光客に向けて」「運気を上げたい人に向

けて」等、各班で個性が光るテーマを考えていました。 

当日は快晴に恵まれ、高徳院や鶴岡八幡宮、長谷寺など、武家の古都・鎌倉ならではの学びに触れることができまし

た。これからは１２月１３日（水）の学習発表会に向けて、事後学習を進めていきます。生徒たちの日頃の頑張りを参観す

るために、足を運んでいただけると幸いです。                            校外学習担当 中村眞子 

≪今後の予定≫ 

１２月１１日（月） 専門委員会        １４日（木） 中央委員会 

   １８日（月） 避難訓練            ２０日（水） ２学期給食最終日 

２１日（木） 美化活動            ２２日（金） ２学期終業式 

 １月 ９日（火） ３学期始業式 

 

＊「学校評価アンケート」の回答にご協力ありがとうございました。まだの方はご回答をお願いいたします。 


